
神

會

と

宗

密

1

思
想
史
的
方
法
の
試
み

中

島

士
」じ、

β良

、

〈問

題

の

所

在
〉
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神
會
、
宗
密
問
題
は
す

で
に
解
決
済
み
と
い
う
印
象
が
あ
る
。
周
知
の
如
く
、
胡
適

『神
會
和
尚
遺
集

(新
版
)』
(以
下

『遺
集
』)

「
荷
澤
大
師
神
會
伝
」
で
、
神
會
と
南
宗
を

「中
国
仏
教
史
上
的

一
大
革
命
」
(『遺
集
』
二
二
頁
)
と
呼
び
、
彼
ら
が
登
場
し
て
頓
悟
や

無
念
を
唱
え
、
禅
す
ら
立
て
な
か
っ
た
の
は
こ
れ
こ
そ
大
解
放
で
あ

っ
た

(『遺
集
』
五
九
頁
)
と
結
論
し
て
以
来
、
神
會

の
思
想
的
な
特

徴
も
宗
密
と
の
相
違
点
も
、
決
着
が
つ
い
た
か
の
印
象
が
あ
る
。

こ
の
問
題
の
中
心
人
物
で
あ
る
神
會
の
歴
史
的
役
割
を
評
し
て
、

一
は
イ
ン
ド
仏
教
の
革
命
家
11
破
壊
者
、
二
は
南
宗
革
命

(法
統
説
、

頓
悟
主
義
)
を
挙
げ
、
禅
と
は
イ
ン
ド
仏
教
か
ら
の
脱
却
で
あ
り
、
思
想
的
に
は
、
道
家
思
想

へ
の
回
帰
と
し
て
の
中
国
化
で
あ
り
、
慧

を
中
心
に
定

(修
行
)
を
排
除
す
る
南
宗

の
枠
組
み
を
決
定
し
た
。
道
家

へ
の
回
帰
と
は
、
無
為
自
然
の

「自
然
哲
学
」
で
あ
る
。
更
に

(
1
)

そ

の
後
の
唐
禅
の
到
達
点
を

「無
事
禅
」
と
規
定
し
た
。
そ
の
革
命
の
内
実
と
は
、

つ
ま
り
北
宗
批
判
を
通
し
て
南
宗

の
法
統
を
確
立
し

「
南
宗
を
成
立
さ
せ
た
」
こ
と
、
「頓
悟

の
理
念
に
も
と
つ
く
簡
明
な
新
し
い
形

の
仏
教
」
(「中
国
に
お
け
る
禅
」
九

一
頁
、
『遺
集
』
三
四
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(
2
)

頁
)、
「中
国
の
新
宗
教
」
(伊
藤
隆
寿
)
を
確
立
し
た
こ
と
。
し
か
も
、
革
命

の
意
味
に
つ
い
て
、
「歴
史
的
に
は
け

し
て
孤
立
単
独
の
出

来

ご
と
で
は
な

い
」
(「申
国
に
お
け
る
禅
」
九

一
頁
)
こ
と
、
「八
世
紀
を
通
じ
て
中
国

の
各
地
…
…
に
広
が

っ
て
い
た
」
革
命
期
の

「危

険
思
想
」
(同
九

一
頁
)
と
い
う
性
格
に
尽
き
る
こ
と
が
認
識
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
次
の
宗
密

(七
八
〇
ー
八
四
一
)
は
、
革
命
後
の
調
和

論
、
即
ち
頓
悟
漸
修
の
調
和
思
想
に
転
回
し
て
ゆ
く
と
い
う
構
図
だ
。
胡
適

の
神
會
と
初
期
南
宗
禅
を
め
ぐ
る
分
析
は
す
で
に
定
説
と
云

え

る
。

し
か
し
革
命
は
、
ま
さ
に
時
代
的
、
歴
史
的
事
象
で
あ
る
。
胡
適

の
描

い
た
禅
の
歴
史
過
程
は
、
破
壊
を
専
ら
に
し
た
神
會
、
調
和
論

者

の
宗
を
経
て
、
や
が
て
南
宗
革
命
の
意
義
は
忘
れ
去
ら
れ
、
そ
し
て
禅
宗
は
道
家
の
自
然
主
義
の
内
に
等
々
、
南
宗

の
登
場
を
革
命
と

呼
ぶ
ま
で
で
、
思
想
史

の
分
析
と
し
て
は
不
満
が
あ
る
。
神
會

の
破
壊
と
否
定
の

「革
命
時
」
の
後
、
七
、
八
十
年
後
に
は
そ
の
意
味
が

見
失
わ
れ
た
と
云
う

の
は
、

一
方
で
そ
の
時
代
、
禅
宗
が
隆
盛
期
を
迎
え
る
事
実
に
照
ら
し
て
思
想
史
と
し
て
い
か
に
理
解
す
べ
き
な
の

か
、
こ
れ
ら
の
事
象
の
因
果
を
こ
そ
分
析
す
る
必
要
が
あ
る
。

(
3
)

し
か
し
、
思
想
史
的
に
語
る
場
合
も
、
中
国
近
世
は
禅
宗

の
時
代
と
云

っ
た
だ
け
で
は
、
事
実
以
上
で
は
な
い
し
、
禅
宗
内
部
の
変
容

も
単
純
化
さ
れ
て
欠
落
す
る
恐
れ
が
あ
る
。
胡
適
が
禅
宗
全
体
を
、
道
家
の
自
然
主
義
、
道
理
の
哲
学
で
総
括
し
て
し
ま
う
の
も
同
様
で

あ
る
。
神
會
や
馬
祖
等

(胡
適
の
云
う
七
、
八
+
年
)
の
唐
禅
も
含
め
、
近
世
に
至
る
中
国
禅
は
単
純
な
継
続
発
展
で
は
な
い
。
各
局
面
の

変
化
と
変
遷
を
分
析
す
る
必
要
が
あ
る
。
何
よ
り
、
禅
宗

の
特
徴
を
道
家
思
想

へ
の
回
帰
と
い
う
に
留
ま
ら
ず
、
そ
の
よ
う
な
言
説
に
帰

着

す
る
理
由
を
更
に
分
析
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
そ
れ
が
道
家
の
自
然
王
義
だ
と
し
て
、
な
ぜ
中
国
史
で
い
う
中
世
の
後
半
期
に
、

教
学
仏
教
の
後
を
受
け
る
仏
教

(禅
)
が
道
家
思
想

の
復
活

の
よ
う
な
思
想
的
特
徴
を
帯
び
る
の
か
は
問
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
神
會
と

南
宗
禅
は
道
家
思
想
の
復
活
、
回
帰
な
の
か
、
そ
れ
と
も
中
世
仏
教
の
克
服
な
の
か
、
胡
適
の
議
論
で
は
、
後
者
の
問
題
は
見
え
て
こ
な

い
と
云
わ
ざ
る
を
得
な

い
だ
ろ
う
。

(
4
)

近
年
、
禅
宗
を

「中
世
仏
教
か
ら
の
脱
却
」
と
い
う
視
点
で
理
解
す
る
こ
と
を
提
案
さ
れ
る
の
が
荒
牧
典
俊
氏
の
諸
論
孜
で
あ
る
が
、



そ
の
問
題
設
定
に
賛
同
し

つ
つ
依
然
多
少

の
疑
問
は
残
る
。
今
は
禅
宗
を
思
想
史
的
に
理
解
す
る
試
み
と
し
て
、
問
題
を
所
謂
る
南
北
禅

宗
の
分
岐
点
と
な
る
神
會
を
手
が
か
り
に
宗
密
と
の
対
比
を
通
し
て
考
え
て
み
た

い
。
神
會
の
際
だ

っ
た
思
想
的
特
徴

が
道
家
思
想
か
否

(
5
)

か
は
と
も
か
く
、
「中
世
仏
教
克
服
の
指
標
」
と
し
て
理
解
で
き
る
か
ど
う
か
、
新
宗
教
た
る
所
以
を
検
討
し
た

い
。

〈頓

悟

の

定

義
〉
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(
6
)

胡
適

「神
會
大
師
伝
」
は

「四
、
頓
悟
的
教
義
」
で
神
會
の
主
張
を
五
項
目

(頓
悟

定
慧

一
等

無
念

知
見
解
脱

自
然
主
義
)
に
ま

と
め
て
い
る
が
、
胡
適
の
指
摘
も
参
照
し

つ
つ
、
先
ず
頓
悟
説
を
中
心
に
検
討
し
た
い
。

『雑
徴
義
」
「志
徳
法
師
と
の
問
答
」
(楊
曾
文
編
校

『神
會
和
尚
禅
話
録
』
中
華
書
局

一
九
九
六
、
以
下
、
楊
本
)
は
、
長
文

の

一
段
だ
が
、

頓
悟

の
定
義
九
項
目
を
始
め
、
如
是
見
の
説
示
な
ど

「定
義
集
」
と
い
え
る
内
容
を
持

つ
。
即
ち
、

志
徳
法
師
問
、
禅
師
今
教
衆
生
唯
求
頓
悟
、
何
故
不
従
小
乗
漸
修
。
未
有
昇
九
重
之
台
、
山豆
不
由
階
漸
而
能
登
者
。
答
、
恐
畏
所
登

者
、
不
是
九
層
之
台
、
恐
畏
登
著
鎚
土
胡
塚
。
若
実
是
九
層
之
台
、
此
是
頓
悟
義
。
念
干
頓
中
而
如
登
九
層
之
台
、
要
籍
階
漸
、
不

向
中
而
立
漸
義
。
理
智
兼
澤
、
謂
之
頓
悟
。
不
由
階
漸
而
解
、
自
然
故
、
是
頓
悟
義
。
自
心
従
本
已
来
空
寂
者
是
頓
悟
。
即
心
無
所

住
為
頓
悟
。
存
法
悟
心
、
心
無
所
得
、
是
頓
悟
。
知

一
切
法
、
是
頓
悟
。
聞
説
空
、
不
著
空
、
即
不
取
不
空
、
是
頓
悟
。
聞
説
我
、

不
著
我
、
即
不
取
無
我
、
是
頓
悟
。
不
捨
生
死
而
入
浬
葉
、
是
頓
悟
。
故
経
云
、
有
自
然
智
、
無
師
智
。
理
発
者
向
道
疾
、
外
修
者

向
道
遅
。
(楊
本
八
〇
頁
)

神
會
の
頓
悟
は
、
仏
慧
を
得
て
成
仏
に
至
る
そ
の
慧
の
速
や
か
さ
を
意
味
し
て
い
る
の
で
は
な

い
。
何
か
を
対
象
的

に
頓
に
悟
る
と

い

う
意
味
で
は
な
く
、
あ
る
事
態
を
頓
悟
と
呼
ぶ
の
で
あ
り
、
列
挙
さ
れ
た
頓
悟
ま
さ
に
定
義
集
で
あ
る
。
頓
悟
は
即
同

の
頓
悟
で
、
見
仏

性
に
お

い
て
如
来
と
の
即
同
を
見
る
こ
と
で
あ

っ
た
。
そ
の
如
来
と
の
即
同
と
は
本
有
仏
性

(自
然
)、
真
如

(無
念
の
体
)
を
見
る
こ
と
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に
尽
き
て
い
る
。
(
『壇
語
』

一
五

八
～
九
頁
)

同
所
に
は
続

い
て
、
長

い
説
示
が
あ
る
。

答
、
如
周
太
公
伝
説
、
皆
竿
釣
板
築
、
簡
在
帝
心
、
起
自
疋
夫
、
位
頓
登
台
輔
、
山豆
不
是
世
間
不
思
議
事
。
出
世
不
思
議
者
、
衆

生
心
中
、
具
貧
愛
無
明
宛
然
者
、
遇
善
知
識

コ

念
相
応
、
便
成
正
覚
」
、
山豆
不
是
出
世
不
思
議
事
。
又
経
云
、
衆
生
見
性
成
仏
道
。

又
龍
女
須
輿
発
菩
提
心
、
便
成
正
覚
。
又
欲
令
衆
生
入
仏
知
見
。
不
許
頓
悟
、
如
来
即
合
偏
説
五
乗
。
今
既
不
言

五
乗
。
唯
言
入
仏

知
見
。
約
斯
経
義
、
只
顕
頓
門
、
唯
存

一
念
相
応
、
実
更
非
由
階
漸
。
(楊
本
入
○
頁
)

頓
悟
は
善
知
識
の
下
で

コ

念
相
応
、
便
成
正
覚
」
す
る
こ
と
だ
が
、
た
だ

一
念
相
応
に
於
い
て
衆
生
は
仏
知
見

に
入
る
こ
と
は
如
来

が
担
保
さ
れ
た
こ
と
で
あ
り
、
そ
こ
に
階
漸
は
存
在
し
な
い
と
云

っ
た
主
旨
で
あ
る
。
次

い
で
、
そ
の

一
念
相
応

の
相
応
と
は
、

相
応
義
者
、
謂
見
無
念
者
、
謂
了
自
性
者
、
謂
無
所
得
。
以
無
所
得
、
・即
如
来
禅
。
維
摩
詰
言
、
如
自
観
身
実
相
、
観
仏
亦
然
。

我
観
如
来
、
前
際
不
来
、
後
際
不
去
、
今
則
無
住
。
以
無
住
故
、
即
如
来
禅
。
(楊
本
八

一
頁
)

見
無
念
以
下
、
了
自
性
者
、
無
所
得
の
意
味
だ
と
云
う
が
、
そ
れ
が
相
応
と
呼
ば
れ
る
の
は
、
維
摩
詰
の
言
葉
に
託

し
て
観
仏
、
観
如

来
を
通
し
て
無
住
を

一
挙
に
了
得
す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
を
如
来
禅
と
呼
ぶ
。
『問
答
雑
徴
義
』
別
所
に
も
、

出
世
間
不
思
議
者
、
「十
信
初
発
心
、

一
念
相
応
、
便
成
正
覚
。
於
理
相
応
、
有
何
可
怪
。
此
明
頓
悟
不
思
議
。
是
故
経
云
、
不
退

諸
菩
薩
、
其
数
如
恒
沙
、

一
心
共
思
議
、
亦
後
不
能
知
。
豊
聲
聞
縁
覚
所
能
得
知
。
(楊
本

一
一
八
頁
)

と

い
い
、
神
会
は
頓
悟
の
不
思
議
を
明
か
す
と
称
し
て
、
十
信
初
発
心
に
も
、

一
念
相
応
、
便
成
正
覚
を
い
う
が
、

そ
れ
は
そ
の
ま
ま

恒
沙
業
障
、

一
念
消
除
の
過
程
で
も
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

こ

の

一
念
相
応
、
「於
理
相
応
」
と
い
う

の
は
対
象
的
な

「理

一
」
に
契
合
す
る
と
い
う
意
味
で
は
な
く
、
頓
悟

の
定
義
が
そ
う
で
あ

る
よ
う
に
、
ま
た
以
下
に
見
る
よ
う
に
、
あ
る
事
態

(実
は
抽
象
的
な
い
く
つ
も
の
概
念
)
の
了
解
11
実
現
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
異
な

っ
た

二
者

の
同

一
性
を

一
挙
に
了
解
す
る
と
い
う
意
味
だ
と
分
か
る
。
『雑
徴
義
』

の
続
き
、



神會と宗密73

又
経
云
、
コ

切
衆
生
、
本
来
浬
葉
、
無
漏
智
性
、
本
自
具
足
。」
欲
善
分
別
自
心
現
与
理
相
応
者
、
離
心
意
識
、
離
五
法
三
自
性
、

八
識
二
無
我
、
離
外
見
内
見
、
離
有
無
二
法
、
畢
覚
平
等
、
湛
然
常
寂
、
広
大
無
辺
、
常
恒
不
変
。
(楊
本
八
一
頁
)

「経
云
」
以
下
は
別
に

『雑
徴
義
』
(楊
本
六

一
頁
)
に
も

「浬
葉
経
云
」
と
し
て
同
所
が
引
か
れ
る
。
同
所
の
直
前
に
は
神
會
が

「仏

性
体
常
故
非
是
生
滅
法
」
(楊
本
六
〇
頁
)
を
云
う

一
段
が
あ
り
、
真
如
仏
性
を
空
寂

の
体

(「真
如
是
無
念
体
」
『神
会
の
語
録

壇
語
』
禅
文

化
研
究
所
二
〇
〇
六

九

一
頁
、
以
下

『壇
語
』)
と
し

つ
つ
、
神
會

の
最
も
基
本
的
な
主
張
で
あ
る

「本
体
空
寂
、
従
空
寂
体
上
起
知
」

(『壇
語
』
九

一
頁
)、
「本
体
空
寂
、
空
寂
体
上
、
自
有
本
智
」
(『雑
徴
義
』
「本
空
寂
体
上
、
自
有
般
若
智
能
知
、
故
不
仮
縁
起
」
楊
本
六
七
頁
、

七
五
頁
参
照
)、
「応
無
所
住
、
本
寂
之
体
、
而
生
且
ひ心
、
本
智
之
用
」
(楊
本

=

九
頁
)、
と
い
う
空
寂

の
体
か
ら
本
智
が
生
ま
れ
出
る
関

係

を
持

つ
、
体
用
論
、
更
に
は
定
慧
等
説
に
密
接
に
論
理
が
繋
が
り
つ
つ
展
開
さ
れ
る
。

即
ち
、
胡
適
も
特
徴
の

一
つ
に
掲
げ
る

「定
慧
等
」
(
『遺
集
』
四
七
頁
)
は
、
『壇
語
』
(七
三
頁
)
に
云
う
、

無
住
是
寂
静
。
寂
静
体
即
名
為
定
。
従
体
上
有
自
然
智
、
能
知
本
寂
静
体
、
名
為
恵
。
此
是
定
慧
等
。

と

い
い
、
定
慧
は
、
寂
静
之
体

(定
)
、
体
上
之
自
然
智

(慧
)
で
、
こ
の
体
用
関
係
を
定
慧
等
と
呼
ぶ
。

ま
た
、
『雑
徴
義
』
の
王
維
と
の
対
話
で
は
、

コ
言
定
者
、
体
不
可
得
。
所
言
慧
者
、
能
見
不
可
得
体
、
湛
然
常
寂
、
有
恒
沙
巧
用
、
即
是
定
慧
等
学
…
…
和
上
答
、
言
不
同
者
、

為
澄
禅

〔
師
〕
先
修
得
定
、
以
後
発
恵
。
会
師
不
然
。
正
共
侍
御
語
時
、
即
定
慧
等
。
是
以
不
同
。」
(楊
本
入
五
頁
)

そ
も
そ
も
定
か
ら
慧
を
発
す
る
と
い
う
習
禅
を
批
判
す
る
の
が
神
會
の
立
場
で
あ
る
か
ら
、
神
會

の
定
慧
は
学

の
意
味
を
持
た
な
い
し
、

前
後
も
階
漸
も
な

い
。
そ
の
論
理
は
既
に
見
た
通
り
、
定
は
寂
静
の
体
、
不
可
得
の
体
で
あ

っ
て
、
体
上
の
智
、
体

を
見
る
慧
と
共
に
定

慧
等
を
説
く
だ
け
で
あ
る

(『定
是
非
論
』
楊
杢
二
〇
頁
)。
神
會

の
禅
は
衆
生
と
如
来
の
同

一
を

一
挙
に
了
得

(
一
念
相
応
)
す
る
と
い
う
意

味

で
、
「修
」
を
全
く
排
除
し
た
頓
悟
見
仏
性
に
尽
き
て
い
る
が
、
し
か
し
僅
か
に

一
カ
所
、
周
知
の

一
段

「頓
見
仏
性
、
漸
修
因
縁
」

(楊
本
三
〇
頁
)
の
漸
修
因
縁
と
は
、

い
か
な
る
意
味
か
。
同
所
で

「与
乳
漸
養
育
、
自
然
増
長
」
(楊
杢

二
〇
頁
)
に
讐
え
ら
れ
る
漸
修
が
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慧

(悟
)
と
別
の
定

(修
)
で
あ
る
こ
と
は
な

い
、
「智
慧
自
然
漸
漸
増
長
」
(楊
杢

二
〇
頁
)
と
は

コ

切
智
慧
皆
因
般
若
波
羅
蜜
法
而
得

増
長
」
(楊
杢

三
ハ頁
)
と
い
う
意
味
で
の
慧
の
深
ま
り
で
る
か
ら
、
北
宗
の

「階
漸
」
と
同
様

の

「漸
修
」
で
あ
る
は
ず
が
無
く
、
や
は

り
そ
れ
を
批
判
す
る
意
味
を
持

つ
。
後
段
に

「般
若
波
羅
蜜
法
を
修
し
、
般
若
波
羅
蜜
法
を
行
ず
」
(楊
杢

二
四
頁
)
と
云

っ
て
も
、
般
若

波
羅
蜜
法
が

「能
摂

一
切
法

(修
)、

一
切
行
之
根
本

(行
)」
で
あ
る
か
ら
で
あ
り
、
突
如
、
『金
剛
般
若
経
』
の
読
謂
が
唱
え
ら
れ
て
も
、

そ
こ
に
悟
修
の
具
体
性
が
あ
る
わ
け
で
は
な

い

(既
に
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
神
會

『定
是
非
論
』
の

『金
剛
般
若
経
』
の
宣
揚
部
は
複
雑
な
成
立
過

程
が
存
在
し
よ
う
)。
「空
寂
体
上
の
本
智

(自
然
智
)」
は
や
は
り
漸
修
と
は
関
係
が
な

い
と
云
え
る
。

胡
適
は
頓
悟
説
を
以
て

「禅
そ
の
も

の
の
放
棄
、
も
は
や
禅
で
は
な
い
も
の
」
(「中
国
に
お
け
る
禅
」
八
六
～
九
五
頁
)
と
断
定
し
た
。

神
會
の
因
果
に
属
さ
ぬ
本
具
の
仏
性
を
見
る

「頓
悟
是
仏
説
」
に
は
修
習
と
し
て
の
定
慧
は
否
定
で
は
な
く
、
そ
も
そ
も
あ
り
得
な
い
。

定
慧
等
の
体
用
論
や
そ
れ
ら
が
共
に
働
く
三
学
等
は
、
い
わ
ば
仏
性

一
元
論
で
あ
り
、
「本
具
の
仏
性
」
「衆
生
の
本
性
」
を
自
然
と
呼
ん

だ
ま
で
で
、
仏
性
が
既
に
因
果
に
属
さ
ぬ
こ
と

(楊
本
九

一
頁
)
の
意
味
で
あ
る
。
そ
れ
は
道
家
の
無
為
自
然
説
に
重
な
る
よ
う
な

「自

然
主
義
」
で
は
な
か

っ
た
。

こ
れ
に
対
し
、
宗
密

『禅
源
諸
詮
集
都
序
』
(以
下
鎌
田
本

『都
序
』
)
は

「禅
源
」
を
解
釈
し
て
云
う
、

禅
是
天
竺
之
語
、
具
云
禅
那
。
中
華
翻
為
思
惟
修
、
亦
名
静
慮
、
皆
定
慧
之
通
称
。
源
者
是

一
切
衆
生
本
覚
真
性
、
亦
名
仏
性
、
亦

名
心
地
。
悟
之
名
慧
、
修
之
名
定
、
定
慧
通
称
為
禅
那

(]りらOQlωりり9)

宗
密
は

「禅
源
」
の
語
を
二
に
分
け
て
、
禅
は
禅
那
、
思
惟
修
、
静
慮

の
意

で
、
皆
な
定
慧
の
通
稽
、
定
慧
の
意
味
で
あ
り
、

一
方
、

源

は
本
覚
眞
性
、
仏
性
で
あ
り
、
心
地
と
も
名
づ
け
る
と
解
釈
す
る
。
そ
し
て
こ
の
源
で
あ
る
眞
性
、
仏
性
に
対

し
、
こ
れ
を
悟
る
慧

(悟
)
と
こ
れ
を
修
す
る
定

(修
)
が
配
さ
れ
る
。
こ
の
悟
修
が
禅
源
で
あ
る
。
す
ぐ
後
に
も
禅
定
は
六
波
羅
蜜
の

一
だ
が
、
「最
神
妙
」

で
あ
り
、
「欲
求
聖
道
」
の
者
は

「必
須
修
禅
」
す
べ
し
と
い
い
、
定
即

「修
」
の
位
置
付
け
で

一
貫
す
る
。

か
く
て
定
慧
を
源

(仏
性
)
を
め
ぐ
る
悟

(慧
)
と
修

(定
)
の

「悟
修
」
両
門
に
開
く
の
が
宗
密
で
、
戴
然
と
し
た
二
門
で
構
築
さ
れ
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る
。
禅
を
定
慧

(修
悟
)
の
二
門
に
開
く
宗
密
は
、
そ
こ
か
ら
周
知

の
頓
悟
漸
修
説
を
荷
沢
宗
の
更
に
達
磨
禅
宗

の
立
場
と
し
た
。
『都

序
』
は

「是
心
難
自
性
清
浄
、
終
須
悟
修
、
方
得
性
相
円
浄
」
(鎌
田
本

『都
序
』

一
三
二
頁
)
「悟
此
心
巳
、
如
何
修
之
」
(同

一
四
五
頁
)

と
問
い
、
「悟
既
未
徹
、
修
豊
称
真
」
(同
二
九
八
頁
)
と
い
う
理
由

で
先
の
頓
悟

(解
悟
)
と
、
そ
の
悟
に
依
る
漸
修

が
根
拠
づ
け
ら
れ
る

頓
悟

(頓
悟
空
寂
之
知
三

一
八
頁
)
漸
修
説
こ
そ
唯

一
正
し
い

(竹
内
四
八
三
頁
)
。
宗
密
の
漸
修
は

『拾
遺
文
』
に
、

多
劫
妄
執
四
大
為
我
、
習
与
性
成
、
卒
難
頓
除
、
故
須
依
悟
漸
修
、
損
之
又
損
、
乃
至
又

(無
)
損
、
即
名
成
仏
。
(鎌
田

『都
序
』

三
四
〇
頁
)

と

い
っ
て
、
宗
密
の
定
は
修
道
実
践
の
原
義
に
回
帰
し
て
い
る
。

宗
密
は

『都
序
』
で
、
「有
云
先
須
頓
悟
、
方
可
漸
修
者
、
此
約
解
悟
也
。
故
華
厳
説
、
初
発
心
時
即
成
正
覚
、
然
後
三
賢
十
聖
、
次

第
修
証
、
若
未
悟
而
修

非
真
修
也
。
」
(鎌
田
本

『都
序
』

一
九

一
、
二
二
五
頁
)
の
頓
悟

(解
悟
)
漸
修
説
に
摂
す
る
。
宗
密
の

「頓
解
悟

-
漸
修
ー
頓
証
悟
」
は
解
悟
に
お
い
て
よ
う
や
く
十
信
初
位
に
上
る
、
漸
修
は
十
信
位
の
漸
修

「多
劫
妄
執
四
大
為
我

習
與
性
成

(成

性
)

卒
難
頓
除
故

須
依
悟
漸
修
」
(鎌
田
本

『都
序
』
三
四
〇
頁
)
な
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
語
は
似
こ
そ
す
れ
神
會
の
立
場
と
大
き
く
隔
た
る
。
宗
密
の
信
位
の
修
証
は
慧

(悟
)
定

(修
)
の
両
門

(二
元
論
)
に
ほ
か
な

ら
ず
、
「定
慧
等
」
(体
用
関
係
)
で
は
な
い
の
は
当
然
で
あ

っ
た
。

『雑
徴
義
』

の
続
き
、

何
以
故
。
本
自
性
清
浄
体
不
可
得
故
。
如
是
見
者
、
即
得
本
性
。
若
人
見
本
性
、
即
坐
如
来
地
。
如
来
是
見
者
、
離

一
切
諸
相
、
是

名
諸
仏
。
如
是
見
者
、
恒
沙
妄
念
、

一
時
倶
寂
。
如
是
見
者
、
恒
沙
浄
妙
功
徳
、

一
時
等
備
。
如
是
見
者
、
名
無
漏
智
。
如
是
見
者
、

名

一
字
法
門
。
如
是
見
者
、
六
度
円
満
。
如
是
見
者
、
名
法
眼
浄
。
如
是
見
者
、
為
無
所
得
、
即
真
解
脱
、
即
同
如
来
知
見
、
広
大

深
遠
、
無
差
別
故
。
知
者
是
如
来
応
、
倶
正
遍
知
。
如
是
見
者
、
名
放
大
智
恵
、
光
照
無
余
世
界
。
所
以
者
何

。
世
界
者
即
心
也
。

言
空
寂
、
更
無
余
念
、
故
言
照
無
余
世
界
。
(楊
本
八

一
頁
)
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そ
の
よ
う
な
清
浄
の
体
は
不
可
得
で
あ
る
が
、
こ
こ
に

「若
人
見
本
性
」
即
ち
頓
悟
見
性
す
る
も
の
は

「坐
如
来
地
」
に
至
る
、
そ
れ

が

「衆
生
心
と
如
来
心
の
即
同
」
を
了
ず
る
者
の
意
味
で
あ
る
の
は
明
白
だ
ろ
う
。
『雑
徴
義
』
別
所

(二
二
頁
)
に
云
う
、

乾
光
法
師
問
、
何
者
是
仏
心
、
何
者
是
衆
生
心
。

答
、
衆
生
心
是
仏
心
、
仏
心
是
衆
生
心
。

問
、
衆
生
心
与
仏
心
既
無
差
別
、
何
故
衆
生
不
言
仏
。

答
、
約
不
了
人
、
論
有
衆
生
有
仏
、
若
其
了
者
、
衆
生
与
仏
元
不
別
。
(楊
本
七
五
頁
)

と

い
い
、
了
者

(頓
悟
者
)
に
は
衆
生

(心
)
と
仏

(心
)
が
無
差
別
で
あ
る
こ
と
を
説
く
。
頓
悟
を
契
機
に
両
者
は
無
差
別
、
同

一
と
な

る
の
で
あ
る
。

『雑
徴
義
』
「志
徳
法
師
問
」
の
続
き
に
云
う
、

諸
学
道
者
、
心
無
青
黄
赤
白
、
亦
無
出
入
去
来
及
遠
近
前
後
、
亦
無
作
意
、
亦
無
不
作
意
。
如
是
者
為
之
祖
応
也
。
若
有
出
定
入
定

及

一
切
境
界
、
非
論
善
悪
、
皆
不
離
亡奪
心
、
有
所
得
並
是
有
為
、
全
不
相
応
。

決
心
証
者
、
臨
三
軍
際
、
白
刃
相
向
下
、
風
刀
解
身
、
日
見
無
念
、
堅
如
金
剛
、
毫
微
不
動
。
縦
見
恒
沙
仏
来
、
亦
無

一
念
喜
心
、

縦
見
恒
沙
衆
生

一
時
倶
滅
、
亦
不
起

一
念
悲
心
。
此
是
大
丈
夫
、
得
空
平
等
等
心
。

若
有
坐
者
、
凝
心
入
定
、
住
心
看
浄
、
起
心
外
照
、
摂
心
内
証
者
、
此
障
菩
提
、
未
与
菩
提
相
応
、
何
由
可
得
解
脱
。
不
在
坐
裏
。

若
以
坐
為
是
、
舎
利
弗
宴
坐
林
間
、
不
応
被
維
摩
詰
詞
。
詞
云
、
不
於
三
界
観
身
意
、
是
為
宴
坐
。
但

一
切
時
中
見
無
念
者
、
不
見

身
相
、
名
為
正
定
。
不
見
心
相
、
名
為
正
恵
。
(楊
本
八

一
頁
)

「凝
心
入
定
」
以
下
の
四
句
を
批
判
し
つ
つ
、

一
切
時
中
見
無
念
が
説
か
れ
、
心
身
の
相
を
見
な

い
の
が
正
成
、
正
恵
で
あ
る
が
、
次

い
で

「無
念
為
宗
」
の
根
本
命
題
に
至
る
。
『壇
語
』
に
云
う
、

但
自
知
本
体
寂
静
、
空
無
所
有
、
亦
無
住
著
、
等
同
虚
空
、
無
庭
不
遍
、
即
是
諸
仏
眞
如
身
。
眞
如
是
無
念
之
体
。
以
是
義
故
、
故
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無
念
為
宗
。

若
見
無
念
者
、
錐
具
見
聞
畳
知
、
而
常
空
寂
。
即
戒
定
恵
學
、

一
時
齊
等
、
萬
行
倶
備
、
即
同
如
来
知
見
、
廣
大
深
遠
。
云
何
深
遠
、

以
不
見
性
、
故
言
深
遠
。
若
了
見
性
、
即
無
深
遠
。
各
各
至
心
、
令
知
識
得
頓
悟
解
脱
。
(『壇
語
』
八
四
頁
)

「見
無
念
者
」
は
、
「戒
定
恵
學
、

一
時
齊
等
、
萬
行
倶
備
、
即
同
如
来
知
見
…
…
」
(『壇
語
』
楊

一
〇
頁
)
を
説
く
。
ま
た
志
徳
法
師

と

の
問
答
で
は
、
頓
悟
の
定
義
に
続
い
て
、
龍
女
の
初
発
心
便
正
正
覚
、
更
に

一
念
相
応
、
便
成
正
覚
を
い
い
、
次

い
で
見
無
念
、
了
自

.

(
7
)

性

の
如
来
禅
の
定
義
、
最
後
に
畢
寛
、
如
来
地
、
即
是
真
解
脱
、
即
同
如
来

(楊
本
八

…
頁
)
を
説
く
に
至
る
。
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〈坐

禅
〉

『定
是
非
論
』
遠
法
師
と
の
問
答
で
、
頓
見
仏
性
、
漸
修
因
縁
の
や
り
と
り
に
続

い
て
、
普
寂
、
降
魔
禅
師
の
習
禅
を
菩
提
を
障
る
も

の
と
批
判
し
て
、
自
ら
の
坐
禅
の
見
解
を
述
べ
る
。
即
ち
、

和
上
答
、
「若
教
人
坐
、
『凝
心
入
定
、
住
心
看
浮
、
起
心
外
照
、
撮
心
内
謹
』
者
、
此
障
菩
提
。
今
言
坐
者
、
念
不
起
為
坐
、
今
言

禅
者
、
見
本
性
為
禅
。
所
以
不
教
人
坐
身
住
心
入
定
。
若
指
彼
教
門
為
是
者
、
維
摩
詰
不
慮
詞
舎
利
弗
宴
坐
。
(楊
杢

ご
○
頁
)

周
知
の

一
段
で
、
神
會
は
坐
禅
の
定
義
を
下
し
て

「念
不
起
為
坐
、
今
言
禅
者
、
見
本
性
為
禅
」
と
い
う
。
こ
こ
で
坐
禅
の
意
味
は
従

来
的

な
行
為
の
具
体
性
を
失
い
、
極
め
て
抽
象
的
な
行
為
の
概
念
に
変
更
さ
れ
て
い
る
。

坐
禅
定
義
の

コ
言
坐
者
、
念
不
起
為
坐
」
に
対
応
す
る
大
乗
定
は
絶
対
の
否
定
の
行
為
で
、
「不
作
意
は
即
是
無
念
」
(楊
本

=

九
頁
)

と

い
う
根
抵
の
無
念
に
至
る
が
、
こ
の
無
念
は
ま
た
解
脱
法
身
に
し
て

一
切
諸
波
羅
蜜
を
皆
具
足
す
る
と
さ
れ
る
関
係
に
あ
る
。
(楊
本

一
】
九
頁
)
坐
禅
定
義
に
云
う

「禅
」
は
反
対
に

「見
本
性
為
禅
」
の

「用
」

の
面
に
転
ず
る
が
、
そ
れ
は
依
然
と

し
て

「応
無
所
住
、

本
寂
之
体
、
而
生
其
心
、
本
智
之
用
」
(楊
本

=

九
頁
)、
或
い
は

「寂
静
之
体

(定
)、
本
智
之
用

(慧
)」
と
い
う
体
用
関
係
で

一
貫
し
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て

い
る
。
そ
の
体
は

「性
体
無
生

刹
那
成
道
」
と
い
わ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
智
は
体
上
の
用
で
あ
る
か
ら
、
頓
悟
を
可
能
に
す
る
知

で
は
な
い
、
宗
密
の

「頓
に
心
を
悟
る
知
と
か

(頓
悟
空
寂
之
知
三
一
八
頁
)」
「欲
求
仏
道
、
須
悟
此
心
」
と
い
っ
た
成
仏

へ
の
媒
介
的
な

知

や
心

(自
性
清
浄
心
も
同
じ
)
が
神
會
の
頓
悟
な
の
で
は
な
い
。
衆
生
と
如
来

の
即
同
の
頓
悟
で
あ
る
か
ら
そ
こ
に
は
漸
修
が
生
じ
な

い

の
で
あ
る
。

こ
の
坐
禅
定
義
は
神
會

の
主
要
な
命
題
で
あ

っ
た
。
禅

(仏
菩
薩
)
の
定
義
の
変
更

『雑
徴
義
』
に
も
、
不
蓋
有
為
。
不
住
無
為
を

説

い
た
後
に
、
坐
禅
定
義
を
繋
い
で
あ
る
。

遠
法
師
問
、
何
者
不
蓋
有
為
、
何
者
不
住
無
為
。

答
日
、
不
壼
有
為
者
、
従
初
発
心
、
至
菩
提
樹
成
等
正
覧
、
直
至
讐
林
入
浬
桀
、
於
中

一
切
善
悉
皆
不
捨
、
即
不
蓋
有
為
。
不
住
無

為
者
、
修
學
空
、
不
以
空
為
謹
。
修
學
無
作
、
不
以
無
作
為
謹
。
即
是
不
住
無
為
。
坐
念
不
起
為
坐
、
見
本
性
為
禅

(楊
本

一
〇

一
頁
)

〈大

乗

定
〉

坐
禅
の
語
義
に
関
連
し
て
大
乗
定

の
語
義

に
触
れ
て
お
く
と
、
『雑
徴
義
』
の
中
天
竺
国
僧
伽
羅
蜜
多
三
蔵
の
弟
子
康
智
円
と
の
問
答

に
於

い
て
は
、
摩
詞
彷
宗
と
は

「劫
沙
業
障

一
念
消
除
、
性
体
無
生
刹
那
成
道
」
で
あ
る
こ
と
を
説

い
て
後
、

答
、
大
乗
言
下
悟
道
、
初
発
心
時
、
便
登
仏
地
、
無
去
来
今
、
畢
寛
解
脱
。

問
、
何
者
是
大
乗
禅
定
。

答
、
大
乗
定
者
、
不
用
心
、
(不
看
心
)
(依
下
文
四
間
的
次
第
、
疑
此
処
有
此
三
字
)
、
不
看
静
、
不
観
空
、
不
住
心
、
不
澄
心
、

不
遠
看
、
不
近
看
、
無
十
方
、
不
降
伏
、
無
怖
畏
、
無
分
別
、
不
沈
空
、
不
住
寂
、

一
切
妄
相
不
生
、
是
大
乗
禅
定
。

(
『雑
徴



義
』
楊
本

一
二

一
-

一
二
二
頁
、

『遺
集
』
五
四
-

五
五
頁
)

大
乗
定

の
定
義

に
、

一
切
の
具
体
的
な
心
作
用
を
否
定
し
寂
滅

の
と
こ
ろ
を
指
し
、
や
は
り
頓
悟
成
仏
を
説
く
。
そ
れ
は

「純
陀
」

(後
述
)
へ
の
共
感
と
共
に
、
『定
是
非
論
』
末
部

の

「我
今
能
了
如
来
性
、・如
来
今
在
我
身
中
、
我
与
如
来
無
差

別
、
如
来
即
我
真
如

海
」
(楊
本
四
〇
頁
)
と
い
う
宣
言
に
連
な
っ
て
い
る
。

既
に
神
會
は
十
地
に
在
る
と
い
う
、
「若
其
了
者
、
衆
生
心
与
仏
心
、
元
不
別
」
(楊
本
七
五
頁
)
に
云
う

「
了
者

」
で
あ
る
。
了
者
に

は

「修
習
」
は
成
り
立
た
ず
、
調
伏
不
調
伏
を
越
え
る

「菩
薩
の
行
」
で
あ

っ
て
、
定
慧

一
等
、
坐
禅
、
自
然
増
長

は
、

い
わ
ば
因
位
の

行
為
で
は
な

い
。
「頓
悟
是
仏
」
を
前
提
に
し
て
成
立
す
る
、
再
定
義
で
あ
る
。
そ
の
根
拠
が
自
然
智
に
依

っ
て
ま
さ
に
仏
性

(真
如

・
空

寂
の
体
)
に
あ
る
こ
と
を
見
る
、
見
性
な
の
で
あ

っ
た
。

〈頓

悟

是

仏
〉
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こ
う
し
て
神
會
の
頓
悟
説
は

「初
発
心
便
成
正
覚
」
に
到
達
す
る
。
そ
の
頓
か
な
悟
り
と
は

刹
那
成
道
の
意
味

で
あ
る
が
、

と
仏
心

の
不
別
を
見
性
す
る
、

い
わ
ば

「頓
悟
是
仏
説
」
と
い
え
る
。

『雑
徴
義
』
に
云
う
、

「出
世
間
不
思
議
者
、
十
信
初
発
心
、

一
念
相
応
、
便
成
正
覚
」
(楊
本

=

八
頁
)

「如
摩
詞
術
宗
、
劫
沙
業
障
、

一
念
消
除
、
性
体
無
生
、
刹
那
成
道
、
何
況

一
生
而
不
得
耶
」
(楊
本

一
二
一
頁
)

「又
問
、
諸
仏
皆
従
因
果
、
得
成
仏
道
、
今
云
言
非
因
果
法
、
云
何
得
成
師
師
相
授
。
答
、
大
乗
言
下
悟
道
、
初
発
心
時
、

地
。
無
去
来
今
、
畢
寛
解
脱
。
」
(楊
本

一
二
二
頁
、
『遺
集
』
五
五
頁
)

衆
生
心

便
登
仏
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ま
た
無
行
に

「龍
女
刹
那
発
心
、
便
成
正
覚
」
の
義
を
問
わ
れ
、

「和
上
言
、
発
心
有
頓
漸
、
迷
悟
有
遅
速
。
若
迷
即
累
劫
、
悟
即
須
爽
、
此
義
難
知
…
…
若
遇
真
正
善
知
識
、
以
巧
方
便
、
直
示
真

如
、
用
金
剛
慧
断
諸
位
地
煩
悩
、
諮
然
暁
悟
、
自
見
法
性
本
来
空
寂
。
…
…
和
上
言
、
前
列
糸
喩
以
明
、
即
合
尽
見
、
何
必
更
疑
。

花
厳
云
、
十
信
初
発
心
、
金
剛
恵
便
成
正
覚
。

菩
提
之
法
、
有
何
次
第
。
言
龍
女
是
権
者
、
法
華
経
円
頓

不
思
議
義
、
有
何
威

力
。
」

(『雑
徴
義
』
楊
本
九
二
頁
)

と
云

い
、
経
証
に
華
厳
経

の

一
節
を
引

い
て
、
次
に
法
華
経
を
根
拠
に

「龍
女
是
権
」
を
退
け
て
い
る
。
『雑
徴
義
』

の
別
所
で
も
、
経

証
と
し
て

「龍
女
刹
那
成
仏
」
(『遺
集
』

;

二
頁
、
楊
本
八
〇
頁
)
が
し
ば
し
ば
引
か
れ
る
が
、
神
會
は
、
「頓
悟
成

仏
」、
頓
悟
見
性
し

た
も
の
は
如
来
に
等
し
い
、
と
断
言
し
て
階
漸
を
認
め
な
い
。
そ
の
根
拠
は
、
本
有
今
無
偶
を
吟
味
し
た

『雑
徴
義
』
で
、

作
本
法
師
問

「本
有
今
無
」
偶
。
問
、
「本
有
今
無
、
本
無
今
有
、
三
世
有
法
、
無
有
是
庭
、
其
義
云
何
…

又
答
、
拠

『浬
榮
経
』
第
九
菩
薩
品
、
文
殊
師
利
言
、
「純
陀
心
疑
如
来
常
住
、
以
得
知
見
仏
性
力
故
。
若
見
仏
性
而
為
常
者
、
本

末
見
時
、
応
是
無
常
。
若
本
無
常
、
後
亦
応
爾
。
何
以
故
、
世
間
物
本
無
今
有
、
已
有
還
無
、
如
是
等
物
、
悉

皆
無
常
。』
験
此
経

文

文
珠
所
騰
純
陀
疑
者
、
則
疑
仏
性
非
常
住
法
、
不
問
煩
悩
。
何
故
古
今
大
徳
皆
断
煩
悩
為
本
、
所
以
生
疑
。」
(楊
本
五
八
頁
)

と

い
い
、
仏
性

の
本
有
、
常
住
不
変

(石
井
本

『雑
徴
義
』
仏
性
体
常

故
非
是
生
滅
法
、
楊
本
六
〇
頁
)、
「生
滅
本
無
、
何
仮
修
習
」
(康

智
円
と
の
問
答
、
楊
本

一
二
一
頁
)
は
、
神
會
の
思
想
の
根
本
で
あ
る
。

で
は
、
本
有
仏
性
の
頓
悟
と
は
い
か
な
る
こ
と
か
、
そ
の
頓
悟
が
ど
う
し
て
何
仮
修
習
を
導
く
の
か
?

〈純

陀
〉

こ
こ
に
登
場
す
る
の
が
純
陀
で
あ
る
が
、
別
所
の

『雑
徴
義
』
(楊
本
一
二
〇
頁
)
で
も
、



「拠

『浬
葉
経
』
云
」
、
以
下

「如
是
等
物
、
悉
皆
無
常
。」
ま
で
の
同
文
が
引
か
れ
て

験
此
経
文

文
珠
所
騰
純
陀
疑
者
、
則
疑
仏
性
非
常
住
法
、
不
問
煩
悩
。
何
故
古
今
大
徳
皆
断
煩
悩
為
本
、
所

以
疑
。」
(楊
本

一
二

〇
頁
)

と
、
純
陀
が
仏
性
を
見
て
、
そ
の
常
住
の
法
を
知
る
こ
と
が
即
ち
断
煩
悩
で
あ
る
と
い
う
議
論
に
な

っ
て
い
る
。
い
つ
れ
も
純
陀

の
喩
を

通

し
て
仏
性
の
常
住
を
説
く
の
だ
が
、
同
時
に
自
ら

(衆
生
)
を
純
陀
に
比
定
し
て
い
る
の
は
明
ら
か
と
云
え
る
。

こ
の

「純
陀
」
は
、
神
會
が
法

の
体
現
者

の
象
徴
と
し
て
描
く
人
物
で
、
問
答
に
し
ば
し
ば
登
場
す
る
。

『定
是
非
論
』
の
遠
法
師
問
答

で
も
、

遠
法
師
重
問
日
、
禅
師
用
心
於
三
賢
、
十
聖
、
四
果
人
等
、
今
在
何
位
地
。

和
上
言
、
在
満
足
十
地
位
。

遠
法
師
言
、
初
地
菩
薩
分
身
百
仏
世
界
、
二
地
菩
薩
分
身
千
仏
世
界
、
乃
至
十
地
菩
薩
分
身
無
量
萬
億
仏
世
界

。
禅
師
既
言
在
満
足

十
地
位
、
今
日
為
視
少
許
神
攣
。
崇
遠
望
此
意
執
見
甚
深
。
特
為
見
悟
至
玄
、
所
以
簡
詮
如
響
。

和
上
言
、
大
浬
葉
経
云
、
如
来
在
日
、
ロバ許
純
陀
心
同
如
来
心
、
心
了
如
来
常
、
不
許
身
同
如
来
身
。
経
云
、
南
牟
純
陀
、
南
牟
純

陀
、
身
錐
凡
夫
身
、
心
如
来
心
。
如
来
在
日
、
尚
只
許
純
陀
心
了
如
来
常
、
不
言
身
謹
。
今
日
神
會
身
是
凡
夫
、
末
法
時
中
分
、
修

得
十
地
法
、
有
何
可
怪
?
」
(楊
本
二
四
頁
)
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と
あ

っ
て
、
浬
葉
経
を
引

い
て
、
純
陀
と
如
来
、
凡
夫
身
と
如
来
心
を
示
し
、
自
身

(人
間
)
を

「身
是
凡
夫
、
末
法
時
中
分
、
修
得

十
地
法
、
有
何
可
怪
」
と

い
い
、
凡
夫
身
に
如
来
心
を
具
え
る
純
陀
に
比
し
て
い
る
。
既
に
十
地
位
に
在
る
神
會
だ
が
神
変
神
異

(如
来

身
)
と
は
無
縁

の
と
こ
ろ
に
い
る
こ
と
を
純
陀
に
喩
え
た
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
神
會

の
頓
悟
成
仏

(頓
悟
是
仏
)
論

の
手
が
か
り
と
な
る

一
段
だ
と
思
わ
れ
る
。
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こ
の
直
後

(楊
二
五
頁
)
に
も
、
純
陀
は
比
量
見
、
現
量
見
の
讐
え
に
登
場
し
て
い
る
。
神
會
は
見
仏
性
は
比
量
見
で
あ
る
と
答
え
る

(
8
)

が
、
謂
わ
ん
と
す
る
所
は
自
ら
を
純
陀
に
比
定

(比
量
)
す
る
と

い
う
意
味
で
あ
る
。
以
上
の
所
説
は
、
衆
生
本
来
浬
葉
を
根
拠
に
し
た
、

ま
さ
に
頓
悟
成
仏

(是
仏
)
説
で
あ
る
が
、
こ
れ
は

『雑
徴
義
』
(楊

一
二

一
頁
)
中
天
竺
国
僧
伽
羅
蜜
多
三
蔵
の
弟
子
康
智
円
と
の
問
答

に
於

い
て
は
、
階
漸
主
義
を
有
為
法
と
し
、
仮
修

の
迷
妄

(楊

一
二

一
頁
)
を
い
い
、
北
宗
の
階
漸
主
義
を

一
挙
に
思
想
的
に
否
定
す
る

に
至
る
。

摂
清
説
で
は
、
神
會
思
想

の
中
心
に
般
若
空
観
を
見
る
と
こ
ろ
か
ら
、
煩
悩
の
空
性
を
見
る
と
こ
ろ
に
、
頓
悟
が
可
能
と
な
る
論
理
を

(
9

)

見

て
い
る
。
確
か
に

コ

念
相
応
、
不
由
階
漸
」
(楊
八
〇
頁
)、
相
応
、
無
念
、
了
自
性
、
無
所
得
、
即
如
来
禅
と
展
開
す
る
が

(楊
本
八

一
頁
)、
し
か
し
、
不
由
階
漸
、
頓
悟

の
到
達
点
と
は
、
純
陀
の
如
き
、
凡
夫
身
に
如
来
の
心
を
具
え
る
こ
と
、
「純
陀
心
同
如
来
心
」
の

便
成
正
覚
で
あ

っ
た
。

即
ち
、
神
會
は
凡
夫
身
と
如
来
心
の

一
致
を

い
い
、
凡
夫
と
如
来
の
即
同
を
見
仏
性
に
お
い
て
頓
悟
す
る
、
そ
の
頓
悟
説
は
ほ
か
な
ら

(
10
)

ぬ

「頓
悟
是
仏
論
」
を
唱
え
て
た
と

い
え
る
。

〈道

家

の
自

然

説
〉

胡

適

「
神

會

伝

」

(
『遺
集
』
五
二
頁
)
が

第

五

に
挙

げ

る

の
が

自

然

王
義

批

判

で
あ

る

。
神

會

(南
宗
)

が
階

漸

、

漸

修

を

排

除

す

る

こ

と

を

も

っ
て
顕

著

な

特
徴

と

し

、
胡

適

は
、

禅

は

一
切

の
文

字

や
儀

式

を

排

し

て
禅

定

だ

け
を

認

め
た

が
、

南

宗

に
至

っ
て
禅

定

も

排

さ

れ

た

(
「反
対
坐
禅
」
「
反
対
禅
定
」

(
『遺
集
』

三
二
八
-
三

一
頁
)
、
頓

に
見
性

(
刹
那
成
道

)
す

る
の
は

「純
粋
な
自
然
主
義
、
自

然
主
義
無
為
哲
学
」

で
あ
り
、
宗
密

の
云
う

「
無
修

之
修

」
も

一
種

の
自
然
主
義

で
あ

る
と
。
以
来
神
會

を

「自
然
主
義
」
、
道
家
思
想

「中
国
古
来

の
自

然
哲

学
」

と
断
定

す

る
見
解

(
『遺
集
』
五

一
-

五
四
頁
、
伊
藤

三
六

八
頁
)

が
定
着
し
、
そ

の
後

の
神
會
批

判
共

通

の
出
発
点
と
な

る
。

『雑
徴
義
』

に
云
う
、



僧
家
自
然
者
、
衆
生
本
性
也
。
又
経

(法
華
経
比
喩
品
)
云
、
衆
生
有
、
自
然
智
、
無
師
智
、
此
是
自
然
。
(楊
本
九

一
頁
)

こ
こ
に
道
家
の
自
然
と
仏
家
の
因
縁
が

一
つ
に
認
識
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
し
か
し
、
こ
の
問
答
は
衆
生

の
本
性

(仏
性
)
は
因
果

(楊
本

=
一二
頁
)
の
内
に
は
な
い
、
因
果
を
超
え
た
本
有
の
本
性

(仏
性
)
(理
と
す
る
伊
藤
三
八

一
頁
)
で
あ
る
こ
と
を
神
會
は
云

っ
て
い

(
11

)

る
に
だ
け
で
あ
る
。
む
し
ろ
道
家

の
立
場
に
因
縁
を
見
る
こ
と
強
調
し
て
い
る
。
ま
た

『問
答
雑
徴
義
』
の

「道
家
自
然
同
、
見
解
有
別

…
…
如
釈
門
中
仏
性
与
無
明
倶
自
然
。
何
以
故
、

一
切
万
法
皆
依
仏
性
力
故
。
所
以

一
切
法
皆
属
自
然
」
(楊
本

=

八
頁
)
と
い
う
の
も

神
會

の
意
趣
は

一
切
万
法
が
仏
性
に
依
る
、
「道
家
自
然
、
道
生

一
」
よ
り
も
そ
れ
は
根
源
的
だ
と
い
う
意
に
読
め
る
だ
ろ
う
。

し
か
も
こ
の
自
然
の
本
性
は
頓
悟
の
根
拠
で
も
あ

っ
て
、
「衆
生
若
有
修
、
即
是
妄
心
、
不
可
得
解
脱
」
(楊
本
八
五
頁
、
『遺
集
』
五
三

頁
)
と

い
う
、
有
為

の
修
を
持
ち
込
め
ば
直
ち
に
妄
心
に
落
ち
る
、
自
然
智
が
あ
る
故
に
無
修
に
し
て
頓
悟
が
可
能
な
の
だ
と
云
う
。

「本
具
の
仏
性
」
を
自
然
と
呼
ん
だ
の
は
、
道
家
の

「自
然
主
義
」
と
直
ち
に
同

一
視
で
き
る
か
ど
う
か
。

「修
習
即
是
有
為
諸
法
…
…

生
滅
本
無
、
何
仮
修
習
、
…
…
三
事
不
生

是
即
解
脱
。
心
不
生
即
無
念
、
智
不
生
即
無
知
、
慧
不

生
即
無
見
。
…
…
大
乗
定
者
、
不
用
心
、
不
看
浄
、
不
観
空
、
不
住
心
、
不
澄
心
、
不
遠
看
、
不
近
看
、
無
十
方
。

(楊
本

=

一

一
-
二
頁
)

神會と宗密83

確

か
に
神
會
思
想
に
は
修
禅
を

「否
定
」
し
た
と

い
い
、
道
家
的
無
為
自
然
説
と
見
ま
ご
う
表
現
が
あ
り
、
三
学
、
定
慧
を
た
ん
な
る

(
12

)

論
理

に
換
骨
奪
胎
し
て
し
ま
う
と
評
さ
れ
る
よ
う
に
、
禅
の
中
国
化
を

一
挙
に
推
進
し
た
。
し
か
し
、
道
家
思
想

へ
の
回
帰
、
復
活
だ
と

指
摘
す
る
に
留
ま
ら
ず
、
そ
れ
が
北
宗

の
階
漸
主
義

の
批
判
と
し
て
登
場
し
て
く
る
思
想
史
的
な
意
味
を
考
え
る
必
要

が
あ
る
。

『定
是
非
論
』
(十
四
)
に
云
う
、

遠
法
師
問
、
何
故
能
禅
師
不
凝
心
入
定
、
住
心
看
漂
、
起
心
外
照
、
撮
心
内
謹
。
何
者
是
能
禅
師
行
庭
。
和
上
答

、
此
是
調
伏
心
。

遠
法
師
問
、
慮
不
凝
心
入
定
、
不
住
心
看
浮
、
不
起
心
外
照
、
不
接
心
内
謹
?
」
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和
上
答
、
「此
是
愚
人
法
。
離
此
調
伏
不
調
伏
二
法
、
即
是
能
禅
師
行
庭
。
是
故
経
云
、
心
不
住
内
、
亦
不
在
外
、
是
為
宴
坐
。
如

此
坐
者
、
仏
則
印
可
。
従
上
六
代
已
来
、
皆
無
有

一
人
、
凝
心
入
定
、
住
心
看
浄
、
起
心
外
照
、
撮
心
内
讃
。
是
以
不
同
。

(楊

本
二
九
頁
)

「凝
心
入
定
」
以
下
の
四
句
が
北
宗
の
実
践
と
し
て
、
そ
れ
は

「調
伏

(心
)」
に
他
な
ら
な
い
と
批
判
さ
れ
る
。
ま
た
そ
れ
を
単
に

否
定

す
る

「応
不
凝
心
入
定
云
々
」
は
、
「不
調
伏
」
即
ち

「愚
人
法
」
で
あ
り
、
調
伏

(声
聞
法
)、
不
調
伏

(愚
人
法
)
の
二
法
を
離
れ

る

の
が

「能
禅
師
行
庭
」
、
且
つ
菩
薩

の
行

(大
乗
禅
定
)
で
あ
る
こ
と
を
明
か
す
。
こ
の
議
論
は

『維
摩
経
』
文
殊
師
利
問
疾
品
第
五
の

文
殊
師
利
。
有
疾
菩
薩
慮
如
是
調
伏
某

心
不
住
其
中
。
亦
復
不
住
不
調
伏
心
。
所
以
者
何
。
若
住
不
調
伏
心
是
愚
人
法
。
若
住
調
伏

心
是
聲
聞
法
。
是
故
菩
薩
不
當
住
於
調
伏
不
調
伏
心
。
離
此
二
法
是
菩
薩
行
。

(]りH蒔ーα僑㎝○)

に
根

拠
が
あ
り
、
別
所

『問
答
雑
徴
義
』
十

一

(楊
本
七
二
頁
)
で
は

『維
摩
経
』
の

「調
伏
宜
ひ
心
者
是
聲
聞
法
、
不
調
伏
心
者
是
愚
人

法
。
人
者
既
用
心
、
是
調
伏
法
。」

の

一
段
が
、
そ
の
ま
ま
説
示
さ
れ
、
全
く

『維
摩
経
」
の
論
理
で
あ
る
、
不
調
伏

(愚
人
法
)、
調
伏

(聲
聞
法
)、
離
二
法

(菩
薩
行
)
即

「無

(不
)
住
」
で
整
然
と
説
明
さ
れ
る
。
神
會

の
意
は

『維
摩
経
』
に
い
う

「菩
薩
行
」
こ
そ

「即
是
能
禅
師
行
庭
」
に
他
な
ら
な
か

っ
た
。
神
會

の
論
理
は
明
快
で
、
心
を
起
こ
せ
ば
そ
の
ま
ま
法
縛
と
な
る
の
で
あ
り
、
無
念
、
不

作
意

(『壇
語
』
二
二
六
頁
参
照
)
の
大
乗
禅
定

(『問
答
雑
徴
義
』
(五
一
)
「大
乗
禅
定
」
、
『壇
語
』
二
二
五
頁
注
参
照
)
こ
そ
、
不
調
伏
、
調
伏

の
二
法
を
、
共
に
越
え
る
行
処
で
あ
り
、
慧
能

の
実
践
で
あ

っ
た
。

こ
の
調
伏
心
の
批
判
に
は
、
し
か
し
、
単
に
自
然

王
義
に
帰
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
重
層
性
が
見
え
る
。
神
會

の
調
伏
主
義
の
批
判
は
、

自
然
智

(『雑
徴
義
』
二
六

・
四
一
・
四
七
、
楊
本
八
〇
頁
)
と
云
う
よ
う
に
階
漸
と
し
て
の
修
は
否
定
さ
れ
、
宗
密
が

「無
修
の
修
」
(鎌
田

杢

二
一
八
頁
、
『遺
集
』
五
二
頁
)
と
い
い
、
胡
適

の
批
判
す
る

「自
然
主
義
」
と
も
さ
れ
る
。
頓
悟
説
で
は
修
行
は
排
除
さ
れ
る

(胡
適
)

と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
?



し

か
し
、
「自
然

(智
)」
と
は

「僧
家
自
然
者
、
衆
生
本
性
也
」
(雑
徴
義
九

一
頁
)
「経
文
所
説
、
衆
生
有
自
然
智
、
無
師
智
」
(九

一

頁
)
を
自
然
と
呼
ぶ
の
で
あ
り
、
「本
有

の
仏
性
」
は
、
体
上

の
本
智
で
あ
り
因
果
に
も
肯
わ
ぬ

(『雑
徴
義
』
に
云
う
、
本
空
寂
体
上
自
有
般

若
智
能
知
、
不
仮
縁
起
、
そ
れ
が
ま
た
最
上
乗
の
定
義
で
も
あ
る
楊
六
七
頁
)
の
で
あ
り
、
そ
れ
は

「衆
生
に
自
然
に
本
来
的
に
備
わ

っ
た
智

慧
」
(伊
藤
三
七
五
頁
)
と
い
う
ほ
ど
の
意
味
で
、
次

の
雑
徴
義

の
問
答
に

「衆
生
承
自
然
智
得
成
於
仏
」
(『雑
徴
義
』
楊
本
九
五
頁
)
「自
然

仏
性
」
と
云
う
も
定
型
的
な
煩
悩
蓋
覆
説
だ
が
、
『壇
語
』
に
、

知
識
、

=

身
具
有
仏
性
。
善
知
識
不
將
仏
菩
提
法
與
人
、
亦
不
為
人
安
心
。
何
以
故
?

浬
樂
経
云
、
早
已
授
仁
者
記
、

一
切
衆

生
本
来
浬
桑
、
無
漏
智
性
本
自
具
足
。
何
為
不
見
。
今
流
浪
生
死
、
不
得
解
脱
、
為
被
煩
偶
覆
故
、
不
能
得
見
。
要
因
善
知
識
指
授
、

方
乃
得
見
、
故
即
離
流
浪
生
死
、
使
得
解
脱
。

(『壇
語
』
五

一
頁
)

こ

の
転
迷
開
悟
の
構
図
に
頓
悟
是
仏
が
実
現
さ
れ
る
。
(『雑
徴
義
』
楊
本
九
五
頁
)
上
の
所
説
は
、
衆
生
本
来
浬
桑
を
根
拠
に
し
た
、

「頓
悟
是
仏
説
」
で
あ
る
が
、
神
會
の
自
然
は

「無
漏
智
性
本
自
具
足
」
の
意
で
、
「自
然
と
因
縁
の
同

一
視
」
(『遺
集
』
五
三
頁
)
は
当

た
ら
な

い
、
む
し
ろ
道
士
家
を
因
縁
説

で
批
判
し
て
い
る
と
読
め
る

(楊
本
九

一
頁
)。
後
の
宗
密
は
頓
悟
漸
修
説
に
則

っ
て

「随
病
調

伏
」
を
云
う
が
、
先
の
如
く
こ
の
調
伏
を
徹
底
し
て
批
判
し
た
の
が
神
會

で
あ

っ
た
。
宗
密
が
悟
修

の
両
門
を
開

い
た
に
較

べ
、
神
會
に

は

「煩
悩
与
仏
性

一
時
而
有

若
遇
真
正
善
知
識
指
示
、
即
能
了
性
悟
道
」
(楊
本
九
五
頁
)
と
、
確
か
に
迷
か
ら
悟

へ
、
頓
悟
し
か
存
在

し
な

い
。
や
は
り
道
家
と
は
異
な
る
の
で
あ
る
。

神會と宗密85

〈定

義

変

更
〉

上
来
、
考
え
た
と
こ
ろ
神
會
は
、
そ
の
本
有
仏
性
説
に
拠

っ
て
漸
修
を
仮
ら
な
い
、
即
ち
自
性
清
浄
心
の

一
念
頓
覚

(謂
わ
ば
解
悟
)

を
更

に
踏
み
出
す
よ
う
な

「頓
悟
是
仏
」
説
に
至

っ
た
。
神
會
は
自
ら

「在
満
足
十
地
位
」
(
『定
是
非
論
』
楊
本
二
四
頁
)
と
云

い
、
衆
生
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本
来
浬
葉

の
立
場
か
ら
は
定
慧
、
三
学
他
の
概
念
も
既
に
修
道
的
意
味
が
失
わ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
階
漸
主
義
は
有
為
法
で
あ
り
、
仮
修

の
迷
妄

(楊
本

一
二
一
頁
)
で
あ
る
と
し
て
、
北
宗
の
習
禅
主
義
を
思
想
的
に

一
挙

に
否
定
す
る
の
だ
が
、
つ
ま
り
そ
れ
は
、
従
来

の
概

念

を
完
全
に
破
棄
し
去

っ
て
、
根
本
の
概
念
に
上
来
見
て
き
た
よ
う
な
大
き
な
定
義
の
変
容
を
加
え
た
。
純
陀
が
特
別
な
意
味
を
持

つ
人

間
と
し
て
使
用
さ
れ
る
の
は
、
凡
夫
身

に
如
来
心
を
具
え
た
神
會

の
新
た
な
人
間

(仏
)
像
が
託
さ
れ
て
い
た
と
云
え
な
い
か
。
い
わ
ば

仏
教
諸
概
念
の
定
義
変
更
で
あ

っ
て
、
こ
れ
を
以
て

「禅
で
は
な
い
」
「仏
教
で
は
な

い
」
と

い
え
ば
、
定
義
変
更

と
い
う
限
り
で
は
確

か
に
従
来
仏
教
で
は
な
く
な

っ
た
。

か
く
し
て
禅
定
や
定
慧
等
、
三
学
等

(『壇
語
』
二
四
頁
)
も
、
そ
の
定
義
は

一
新
さ
れ
て
原
義
を
失

い
、
神
會
独
自

の
解
釈
に
替
わ

っ

た
。
そ
れ
は
先
に
見
た

「了
者
」
の

「衆
生
心
是
仏
心
」
か
ら
可
能
と
な
る
理
解
で
あ
る
。
禅
定
が
排
除
さ
れ
た

(胡
適
)
と
見
え
た
の

も
や
む
を
得
な
い
が
、
階
漸
主
義
の

「修
道
」
を
否
定
し
た
神
會
の
坐
禅
定
義
、
あ
る
い
は

「南
宗

の
禅
法
」
と
は
実
践
の
具
体
性
か
ら

解
き
放
た
れ
た
と
い
う
意
味
で
、
確
か
に

「禅
法
」
で
は
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
禅
、
或
い
は
坐
禅
定
義

の
抽
象
性

に
こ
そ
、
北
宗
か
ら

の
、
そ
し
て
教
学
か
ら
の
最
終
的
な
思
想
の
飛
躍
と
断
絶
が
存
在
し
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
は

「新
し
い
仏
教
」

の
定
義
を
意

味
し
た
の
で
あ
り
、
神
會
の
思
想
史
的
意
義
も
こ
こ
に
あ
る
。

〈中
世
仏
教
か
ら
の
脱
却
〉

胡
適
が
推
測
し
た
よ
う
に
神
會
と
そ
の
後
の
数
十
年
の
運
動
は
特
異
な
時
代
で
あ
り
、
イ
ン
ド
的
習
禅
を
克
服
し

(中
天
竺
国
問
答

楊

本

一
二
一
頁
)、
仏
教
の
修
証

の
体
系
を
否
定
し
た
こ
と
は

(神
會
及
び
そ
れ
以
後
の
禅
宗
で
は
修
を
廃
し
た

伊
藤

二
八
五
頁
)、
新
宗
教
の
時

代
と
呼
ぶ
に
相
応
し
い
。
胡
適
も
そ
れ
が
も

っ
ぱ
ら

「頓
悟

の
理
念
に
基
づ
く
簡
明
な
新
し

い
形

の
仏
教
」
(「中
国
に
お
け
る
禅
」
九

一

頁
)
で
と
ま
で
は
云
う
、
し
か
し

「新
し
い
形
の
仏
教
」
と
認
識
し
な
が
ら
、
そ
れ
を

「も
は
や
ま

っ
た
く
禅
で
も
何
で
も
な
い
も

の
」
、
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せ

い
ぜ

い
道
家

へ
の
回
帰

(道
家
の
復
活
)
と
し
、
そ
の
意
味
で
の

「仏
教
の
中
国
的
な
改
革
な

い
し
革
命
」
(同
九
五
頁
)
と
し
か
理
解

し
な
か

っ
た
。
そ
の
内
実
が
道
家
の
自
然
主
義

へ
の
回
帰
と
理
解
さ
れ
て
い
る
の
は
明
白
だ
。
し
か
し

一
見
、
道
家
思
想

へ
の
回
帰
と
見

え

る
そ
の
背
後
に
、
「中
世
仏
教
の
克
服
」
と
い
う
思
想
史
の
課
題
を
想
定
せ
ず
に
は
そ
の
後
の
禅
宗
の
展
開
は
理
解

で
き
な
い
の
で
は

な

い
か
。

神
會
以
後
に
禅
宗

(南
宗
禅
)
が
興
起
す
る
事
実
は
、
道
生
の
頓
悟
説
を
取
り
巻

い
た
時
代
状
況
と
の
決
定
的
な
差

異
で
あ
り
、
中
世

仏
教

の
限
界
と
克
服
と
い
う
状
況
に
差
し
か
か
っ
て
い
た
歴
史
的
な
段
階
の
違
い
と
云
え
る
だ
ろ
う
。

中
国
化
と
呼
ば
れ
た
い
く
つ
か
の
特
徴
は
、
道
家
の

「自
然
主
義
」
に
見
え
か
ね
な
い
表
現
を
も

っ
て
い
た
が
、
北
宗
階
漸
主
義

の
批

判
を

通
し
て
中
世
仏
教

の
宗
教
世
界
と
の
決
定
的
な
断
絶
を
見
せ
る
大
胆
な
定
義

の
変
更

(坐
禅
、
定
慧
等
)
な

の
で
あ
り
、
そ
の
意
味

で
中
世
的
仏
教
の
思
想
的
克
服
と
し
て
、
旧
仏
教
と
は
思
想
的
に
断
絶
し
た
新
た
な
定
義
の
体
系
を
も

っ
た
仏
教
の
可
能
性

の
運
動
で
あ

つ(
磁
・

確

か
に
神
會
の
思
想

(頓
悟
成
仏
論
)
と
運
動
は
、
直
接
に
は
北
宗
習
禅
主
義
の
批
判
に
終
始
し
、
何
よ
り
法
系

の
正
傍
を
争

っ
て
、

自

ら
を
正
統
の
位
置
に
据
え
ん
と
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
神
會
自
身
も
思
想
史
的
な
段
階
の
自
覚
と
は
無
関
係
で
あ

っ
た
。
む
し
ろ
神
會

の
中
に
は
依
然
と
し
て
中
世
的
要
素

(法
灯
説
等
)
も
残
存
す
る
と
い
え
る
。
し
か
し
、
思
想
史
の
視
点
か
ら
は
、
神
會
の
思
想

(「禅
宗
」

以
前

の
大
乗
頓
教
)
は
北
宗
批
判
を
通
し
て
中
世
仏
教
と
の
間
に
決
定
的
な
断
絶
を
画
し
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
直
接
の

批
判
対
象
で
あ
る
階
漸
主
義
の
批
判
と
そ
の
克
服
が
、
大
き
く
は
中
世
仏
教

の
克
服

の
分
岐
点
に
重
な
る
と
理
解
で
き
る
の
で
あ
り
、
そ

の
克

服
の
過
程
を
そ
の
後
の
南
宗
禅
の
展
開
に
見
い
だ
す
と
い
う
大
状
況
の
設
定
こ
そ
、
禅
宗
の
際
だ

っ
た
特
徴
を
説
明
す
る
手
が
か
り

と
な
る
だ
ろ
う
。

禅
教
の
対
比
で
中
国
仏
教
を
二
分
す
る
視
点
は
や
は
り
有
効
で
あ
る
し
、
そ
の
場
合
、
禅
宗
は
総
体
と
し
て
は
中
世
の
仏
教
を
克
服
せ

ん
と
す
る
先
駆
的
な
運
動
で
あ
り
、
そ
の
特
徴
も
教
学
に
対
す
る
禅
宗
と
い
う
よ
り
も
仏
教

の

「在
り
方
」

の
変
容
と
し
て
理
解
で
き
る
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だ

ろ
う
。
禅
宗
の
展
開
は
単
純
で
は
な
い
が
両
者
の
分
岐
点
は
少
な
く
と
も
中
世
仏
教

の

「終
わ
り
の
始
ま
り
」
と
位
置
づ
け
る
こ
と
が

で
き
る
。
そ
の
構
図
の
上
で
先
ず
は
神
會

の
思
想
が
持

つ
思
想
史
的
な
意
義
を
考
え

て
み
た
。
要
は
禅
宗
以
前
の

「
禅
思
想
」
の
解
釈

の

仕
方
如
何
と
い
う
問
題
で
は
あ
る
が
、
し
か
し
、
神
會
の
主
張

(特
異
性
)
が
、
直
ち
に
そ
の
後

の
禅
宗
の
展
開
に
連
続
す
る
よ
う
な
単

純

な
先
駆
と
し
て
理
解
で
き
な
い
の
も
禅
宗
史
の
通
説
で
も
あ
ろ
う
。
む
し
ろ
新
宗
教
で
あ

っ
た
神
會
が
中
世
的
要
素

(法
灯
説
、
相
承

説
)
も
含
め
て
既
成
仏
教
の
枠
組
み
に
軌
道
修
正
さ
れ
、
回
収
さ
れ
て
行
く
の
が

「教
団
」
と
し
て
の

「禅
宗
」
の
成
立
で
あ

っ
た
と
云

う
説
明
は
十
分
成
り
立

つ
だ
ろ
う
。
更
に
は
中
世
仏
教

の
克
服
と

い
う
状
況
で
、
神
會

の
特
異
性
は
後
の
禅
宗
と
は
別
の
仏
教

へ
の
可
能

性

を
も
秘
め
て
い
た
運
動
で
は
な
か

っ
た
か
と
云
う
別

の
仮
定
も
成
り
立

つ
だ
ろ
う
。
そ
れ
は

「
頓
悟
是
仏
説
」
に
あ
り
得
た
か
も
知
れ

な

い
、
別
の
展
開
の
可
能
性

(そ
れ
は
仏
教
が
自
壊
に
至
る
こ
と
を
含
む
よ
う
な
可
能
性
だ
が
)
だ

っ
た
か
も
知
れ
ず
、
神
會

の

「南
宗
」
と

は
言
え
、
禅
宗
以
前
の
別
の
可
能
性
を
も

っ
た

「新
宗
教
」
で
あ

っ
た
。
も
ち
ろ
ん
神
會

の
頓
悟
主
義
の
可
能
性
は
、
た
だ
あ
り
得
た
別

の
可
能
性
で
あ

っ
て
、
神
會
以
後
も
現
実
化

(浄
衆
宗
の
如
き
運
動
を
見
た
が
)
し
な
か

っ
た
が
、
そ
れ
は
神
會
が
事
実
と
し
て
多
数
派
を

形
成
で
き
な
か
っ
た
と
云
う
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
根
抵
に
思
想
的
に
も
可
能
性
と
同
時
に
原
理
主
義
的
な
困
難
さ
、
胡
適
の
云
う

「危

険
性
」
(僧
俗
、
悟
修
、
凡
聖
、
生
仏
、
迷
悟
の
相
違
を
一
挙
に
転
回
さ
せ
る
頓
悟
思
想
の
危
険
性
)
を
内
包
し
て
い
た
か
ら

で
あ
り
、
そ
の
思
想

的

な
到
達
点
に
比
し
て
、
運
動
と
し
て
の
展
開
に
困
難
が
あ

っ
た
こ
と
は
容
易
に
推
理
で
き
る
。

歴
史
に
仮
定
を
考
え
る
の
は
空
し
い
が
、
要
す
る
に
神
會
以
後
数
十
年

(「会
昌
破
仏
ま
で
」
胡
適
)
の
内
に
い
く

つ
か
あ
り
得
た
中
世

仏
教
克
服
の
可
能
性
の

一
つ
が
現
実
の
内
に
定
着
し
て
行
く
過
程
が
新
し
い
仏
教
と
し
て
の
後

の
禅
宗
だ

っ
た
。
そ
の
軌
道
修
正
の

一
つ

が
革
命
後

の
調
和
論

(胡
適
)
で
あ
る
宗
密
で
あ

っ
た
。
宗
密
の
悟
修
説
は
そ
も
そ
も
禅
源
の
定
義
か
ら
導
出
さ
れ
た
定
慧
二
門
の
二
元

論

で
あ
り
、
初
発
心
便
成
正
覚
後
の
漸
修
を
不
可
欠
と
す
る
信
位
の
解
悟
で
あ

っ
た
。
た
だ
宗
密

の
荷
沢
評
は
微
妙
な
解
釈
を
含
ん
で
い

る
。
曰
く
、
「荷
沢
宗
者
、
最
難
言
述
…
」
と
か
、
「頓
悟
空
寂
之
知
」
「無
修
之
修
」
(『都
序
』
三

一
八
頁
)
等
は
、
神
會

の
頓
悟
是
仏
説

を
把
握
し
な
が
ら
、
そ
れ
を
荷
沢
宗
の
立
場
と
は
せ
ず
、
神
會
を
頓
悟

(解
悟
)
漸
修
説
に
曲
解
し
て
で
も
新
旧
を
調
停
さ
せ
、
そ
の
実
、



旧
来
仏
教
の
枠
組
み
で
禅
を
理
解
し
よ
う
と
し
た
の
が
宗
密
で
あ
る
。
宗
密
は
禅
宗

の
動
向
を
広
範
囲
に
把
握
し
な
が
ら
、
教
学
を
脱
却

で
き
な
い
た
め
に
神
會

の
頓
悟
思
想
を
承
認
せ
ず
、
自
ら
の
立
場
を
頓
悟
漸
修
に
収
め
る
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
宗
密

の
教
禅

一
致
論

は
、
教
学
と
禅
宗
の
対
応
と
い
う
よ
り
、
古

い
仏
教
と
新
し
い
仏
教
の
調
停
策
で
あ

っ
た
と
云

へ
、
や
は
り
神
會
と
そ
の
後

の
禅
宗
か
ら

の
逆
行
で
あ

っ
た
。
禅
宗
の
本
流
は
宗
密
と
は
異
な
る
方
向
で
神
會
の
可
能
性
を
修
正
11
継
承
し
て
い
っ
た
の
は
周
知

の
と
こ
ろ
で
あ
ろ

、つ
。宗

教
世
界
の
変
容
と
云
う
意
味
で
は
神
會

の
主
張
は
、
北
宗
か
ら
更
に

一
歩
進
ん
だ
中
世
的
宗
教
世
界
か
ら
の
脱
却

を
見
せ
て
い
る
し
、

神
會

の

「禅
」
は
総
体
と
し
て
仏
教
の

「在
り
方
」
の
更
新
を
と
も
か
く
も
思
想
的
に
達
成
し
た
。
そ
の
後
の
禅
宗

も
禅
と
は
言
え
、
そ

れ
が
仏
教
全
体
の

「在
り
方
」
の
更
新
で
あ
る
点
で
同
様
で
あ
る
。
そ
れ
が
新
た
な
仏
教
の
定
義
と
し
て
了
解
さ
れ
、
継
承
さ
れ
た
か
ど

う
か
が
次
の
歴
史
の
問
題
と
な
る
の
だ
が
、
周
知
の
通
り
神
會

の
提
案
は
半
ば
継
承
さ
れ
、
半
ば
修
正
さ
れ

つ
つ
そ

の
後

の
禅
宗
史
は
展

開
し
て
ゆ
く
と
云
え
る
。

も
と
よ
り
思
想
史
上
に
神
會
の
画
期
性
を
云
う
に
は

一
層
周
到
な
根
拠

の
蓄
積
が
必
要
で
は
あ
る
。
果
た
し
て
神
會
の
独
創
的
な
主
張

を

「中
世
仏
教
克
服
」
の
指
標
と
理
解
で
き
る
か
ど
う
か
、
中
世
克
服
の
指
標
を
ど
こ
に
見

い
だ
す
か
、
未
だ
仮
説

の
域
を
出
な
い
が
、

禅
宗
を
文
字
通
り
の
歴
史
的
な
形
成
と
理
解
す
る
こ
と
で
、
思
想
史

の
上
に
見
え
て
く
る
問
題
も
あ
る
と

い
う
提
案

で
欄
筆
と
す
る
。

〈方

法

余

説
〉
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中
国
禅
宗

の
思
想
史
的
な
考
察
の
た
め
に
、
次
の
よ
う
な
三

つ
の
問
題
領
域
を
予
定
し
て
い
る
。

一
、
思
想
史
上
の
禅
宗

仏
教
か
ら
禅
宗

へ

(中
世
的
宗
教
世
界
の
変
容
)

中
国
仏
教
に
禅
宗

(と
い
う
現
象
)
を
生
ん
だ
思
想
史
的
段
階

の
分
析

(本
稿
の
課
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二

、

三

、

題
は
こ
れ
に
属
す
る
)
。

禅
宗
上
の
個
体

禅
宗
か
ら
禅
者

へ

(仏
教
の
個
体
性
)

禅
宗
で
、
禅
者
と
い
う
個
別
の
人
称
を
生
ん
だ
構
造
。
上

の
思
想
史
的
段
階
に
規
定
さ
れ

た
仏
教

(人
間
)
の
登
場
、
即
ち
禅
は
総
体
と
し
て
仏
教

の

「在
り
方
」
の
更
新
だ

っ
た
。

禅
者

の
言
説

禅
者
か
ら
言
説

へ

(限
界
の
言
説
)

上

の
思
想
史
と
個
体
の
状
況
に
規
定
さ
れ
て
展
開
す
る
禅
の
言
説
の
特
徴
。
体
系
的
思
考
の

崩
壊
、
教
学
仏
教

「後
」
の
仏
教
の
言
説
は
い
か
に
可
能
だ

っ
た
か
。

(附
記
)

本
稿
は
拙
稿

「
禅
学
試
論
」
(
『禅
学
研
究

特

別
号
』

二
〇
〇
五
年
)
と
多
く

の
論
点

で
重
複
す

る
。
前
稿
か
ら
些
か
成
り
と
も
論
点
を

深
め
得
た
と
信
じ
る
が
、
明
快

な
輪
郭

に
は
ほ
ど
遠

い
。
試

み
と
付
す
所
以

で
あ
る
。

注(
1
)

胡
適

「
荷
澤
大
師
神
會
伝
」

(
『神
会
和
尚
遺
集

(新
版
)
』
)

一

九
七
〇
年
三
六
-

六
〇
頁

「
荷
沢
大
師
神
會
伝
」

に
は
、
小
川
隆
訳

『荷
沢
大
師
神
會
伝
』

(
『禅
研
究
所
年
報
』
第

一
号

一
九
九

〇
年

三
月
、
第

二
号

一
九

九

一
年

三
月
)
が
あ

る
。

胡
適

(
小
川
隆
訳
)

『中
国

に
お
け
る
禅
ー

そ

の
歴
史
と
方
法
論

1
』

δ

ゲ
、き

(N
Φ
目
)
bd
巳

島

δ
目

ぎ

O
ぼ
φ
9
山

什。。
田

ω
8
蔓

碧
α

頃
Φ
匪
。
臼
日
㊤
㎝
ω
(
『胡
適
禅
学
案
』
中
文

出
版

一
九
七

五
、
『駒

沢

大

学

禅

研

究

所

年

報
』
第

十

一
号

二

〇

〇

〇

年

三

月
)

(
2
)

伊
藤
隆
寿

『中

国
仏

教

の
批
判
的
研

究
』

(大

蔵
出
版

一
九

八

九
年

)
三
八
七
頁

(
3
)

例
え
ば
葛
兆
光

『中
国
思
想
史
』

に

「
南
北

の
思
想

的
転
換

は

イ

ン
ド
的
習
禅

か
ら
近
世
中
国
禅

に
至
る
変
化
」

(
二
五
〇
頁
)

と
云
う
。

(
4
)

荒

牧
典
俊

「
『北
山
録
』

の
立
場
と

「南
宗
禅
」
以
前

の
南
宗

禅
」

(吉

川
忠

夫
編

『唐
代

の
宗

教
』
朋
友
書
店

二
〇
〇
〇
年

所
収
)

同

「南
宗

禅
か
ら
宋
学

の
成

立

へ
」

『北
朝
階
唐
中

国
仏
教
思
想

史
』

(荒
牧
典
俊
編
著

法
蔵
館
二
〇
〇
〇
年
)
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中
で
も
本
論
文

の
所
説

に
は
同
意

で
き

る
点
が
多

い
。
た
だ
禅

宗

の
特
徴

の

一
切
が
中
世
克
服

の
方
向

で
理
解
さ
れ

て
い
る
と
見

な
せ
る
点

や
慧
能
他

の
禅
者

の
史
実
と

し
て
の
信
愚
性

の
吟
味
な

ど
に
は
疑

問
も
残

る
。
む

し
ろ
禅
宗
は
中
世
的
な
要
素

の
克
服

の

一
方

で
そ
れ
を
継
承

(残
存
)

し
て
も

い
る
と

い
う
矛
盾
態
と
規

定

す
る
方

が
禅

の
特
徴
を

よ
く
説
明
す

る
の
で
は
な

い
か
。

同

「則

天
武
后

乃
至
玄
宗
朝

に
お
け

る
唐
詩

・
山
水
画

の
成
立
と

六
祖
慧
能

の
禅
」

(麦
谷

邦
矢
編

『中
国
中

世
社
会
と
宗

教
』
道

氣
社

二
〇
〇
二
年
所
収
)

西

尾
賢
隆

「
中
国
仏
教
史

に
お
け

る
禅
宗

へ
の
推
移
」

『中

国
近

世

に
お
け

る
国
家

と
禅
宗
』

(思
文
閣

出
版

二
〇

〇
六
年

)
等
参

照

。

(
5
)

神
會

に

つ
い
て
中
世
仏
教

の
克
服
と

い

っ
て
も
、
神
會

が
直
接

教
学
仏
教
を
相
手
と
し
た
わ
け

で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
目
前

の
北

宗

の
習
禅
批
判
を
通

し
た
法
灯

の
正
傍
争

い
で
あ
る
。
で
は
北
宗

(禅
)

は

「中
世
仏
教

の
克
服
」
と

い
う
視
点

か
ら
は
ど
う

評
価

す

る
の
か
。
雑
駁
な
推
論
だ
が
北
宗

の
経
典
解

釈
に
は
、
所
謂
る

「観
心
釈
」
的
方
法
が
存
在
し
た
と
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
ま
さ
に

解
釈

の
変
容

で
あ

っ
て
、
習
禅

の
体

験
や
自

己

の
心
身

過
程

に
経

典
解
釈
を
解
消
さ
せ
よ
う
と
す
る
意

図
が
見
ら
れ
る
の
で
あ

り
、

経
典

に
依
拠
し

つ
つ
、
経
典
か
ら

の
相
対
的
な
独
立

が
指
向

さ
れ

て
い
た
過
渡
的
性
格
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

(
6
)

伊
藤

『前
掲
書
』
三
六
八
ー

三
七

一
頁
に
胡
適
を
受

け
た
詳
細

な
分
析
が
あ

る
。

(
7
)

『雑
徴
義
』
志
徳
法
師
と

の
問
答

の
残
文
参
照

又
経
云
、

一
切
衆

〔
生
〕
、
本

来
浬
桑
無

漏
智
性

、
本
自

具

足

。
欲
善
分
別
自
心
現
与
理
相
応
者
、
離
心
意
識
、
離
五
法

三
自
性
、

八
識

二
無
我
、
離
外
見
内
見
、
離
有
無
二
法
、
畢

覚
平
等
、
湛
然
常
寂
、
広
大
無
辺
、
常
恒
不
変
。
何
以
故
。

本
自
性
清
浄
体
不
可
得
故
。
如
是
見
者
、
即
得
本
性
。
若
人

見
本
性
、
即
坐
如
来
地
。
如
来

〔
是
〕
見
者
、
離

一
切
諸
相
、

是
名

諸
仏
。
如
是

見
者
、
恒
沙

妄
念
、

一
時
倶

寂
。
〔
如
〕

是
見
者
、
恒
沙
浄
妙
功
徳
、

一
時
等
備
。
如
是
見
者
、
名
無

漏
智
。
如
是
見
者
、
名

一
字
法
門
。
如
是
見
者
、
六
度
円
満
。

如
是
見
者
、
名
法
眼
浄
。
如
是
見
者
、
為
無
所
得
、
即
真
解

脱
、
即
同
如
来
知
見
、
広
大
深
遠
、
無
差
別
故
。
知
者
是
如

来
応

〔
倶
〕
正
遍
知
。
如
是
見
者
、
名
放
大
智
恵
、
光
照
無

余
世
界
。
所
以
者
何
。
世
界
者
即
心
也
。
言
空
寂

、
更
無
余

念
、
故
言
照
無
余
世
界
。

(楊
本
入

一
頁
)

(
8
)

轟

清

「神
會

與
宗
密
」

『禅

學
研
究
』
第

四
輯

(
江
蘇
古
籍

出
版
社

二
〇
〇
〇
年
八
月
)

同
氏

『荷

沢
宗
研
究
』

(巴
蜀
書

社
二

〇
〇
三
月
)
第
四
章
第

二

節

「神
會
与
宗
密
思
想
的
差
異
」
は

「神

會
與
宗
密
」

の
増

稿
論

文

こ
の
神
會

の
般
若
思
想

の
強
調
は
諸
氏
が
指
摘

す
る
と
こ
ろ
。

粟
谷

良
道

「荷

沢
神

会

に
お
け

る

『金

剛
般

若
経
」
宣
揚

の
背

景
」

『宗
教
研
究
』
六

一
巻
二
号

日
本
宗

教
学

会

一
九
八
七
年

、

摂
清

『荷
沢
宗
研
究
』

田
中
良
昭

『敦
焼
禅
宗
文
献

の
研
究
』
(
大
東
出
版

一
九
八
四
年

)
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「
第
三
節

初
期
禅
宗

に
お
け

る
対
論
」

同

「
禅

の
本
覚
思
想
」

(
『本
覚
思
想

の
源
流
』
所
収
)
参
照

(
9
)

竺
道

生

「頓
悟
説
」
と

の
異
同

が
問
題
と
な

ろ
う
が
、
小
林
正

美

「竺

道

生

の
仏
教

思

想
」

『六
朝

仏

教

思
想

の
研

究
』
は
、

「
(
十
住
菩
薩

に
お

い
て
)
無

生
法
忍

の
仏
慧

を
得

る
こ
と

が
頓

悟

で
あ
り
、
頓
悟

し
て
無
生
法
忍

の
仏
慧
を
得
た
と
き
、
凡
夫
は

仏
に
成

る
の
で
あ
る
」
(
一
八

一
頁
)
と

い
う
。
道
生

の
頓
悟

は

『法
華
経
疏
』

「理
唯

一
極
」

「仏
為

一
極
」
と

い
う

「
全

一
」

の

ゆ
え

に
可
能
と
な

る
、
理
即
全

一
と

い
う
理

の
不
可
分
を
知

る
論

理
的
な
展
開

で
あ
り
、
理
を
頓
悟
す
る
慧

(
十
住
菩

薩
)
を
以
て

成
仏

に
至

る
仏
道
と

し
て
の
漸
修
を
必
要
と
し
た
こ
と
は
自

然
で

あ

る
が
、
神
會

は
仏
性
を
根
拠

に
凡
夫
と
如
来

の
不
二

(頓
悟
是

仏
)
を
云
う

の
で
あ
り
、
衆
生

の
本
来
浬
葉

相

の
上
に
、
定
慧

一

等
、
寂
静

の
体

(定
)
と
体
上

の
本
智

(慧

)

の
用

と

い
う
体
用

を
云
う

こ
と
が

で
き
た

の
で
あ
る
。
こ

の
点

で
も
仏
慧
を
得

て
成

仏
す

る
道
生

の
頓
悟

(成
仏
)
と
は
異
な
り
、
既
に
成
仏

に
向

か

う
漸

修
が
導

出

さ
れ

る
こ
と
は

な
か

っ
た

と
云
え

る
。
神

會

の

「無
修
」
は
、
心

の
自

性
清

浄
、
本
来
空
寂
を
損
な
う

(伊
藤
三

七

八
頁
)

の
で
は
な

く
、
本

有
本

智

の
立

場

か
ら

は
修

の

「否

定
」
は
生
ま
れ
な

い
。

つ
ま
り

「本
来
自
性
清
浄

で
あ

る
こ
と

の

一
念
頓
覚

」
(
三
七
九
頁
)

に
留
ま

っ
て

い
な

い
凡
夫

と
如
来

の

「
同

一
」

で
あ
る
こ
と

の
頓
悟

で
あ

る
か
ら

一
切

の
定
義
を
包
含

す

る
の
で
あ
る
。
見
仏
性
は
頓
悟
是
仏

(同

一
の
原
理
)

で
あ

る

か
ら
、
そ
も
そ
も
階
漸

(修
)

が
生
ま

れ
な

い
の
で
あ
り
、
理

の

全

一
の
故

に
頓
悟
す

る
の
で
は
な

い
と
云
え
る
。

(
10
)

こ
の
比
量
見

、
現
量
見

は
、
宗

密
も

取
り

あ
げ

て

い
る
が
、

『拾

遺

文
』

(鎌

田

本

三

三

六

頁
)

に

云

う

「
荷

沢

の
現

量

(顕
)
」
と

は
、
洪

州
宗

の

マ
心
不
可
指

示
」
を
比

量

(
顕
)
と

す

る
に
対

し
、

「約
知
以
顕
心
」
、
心
は
知
と
し
て
顕
わ
れ
出
る
、

と

い
っ
た
意
味

で
あ

る
。
神
會
は
十
地
法

に
達
し

て
も
神
変
神
異

と

は
無
縁

で
あ

る
こ
と
を
純
陀

に
喩
え

て
比
量
と
呼

ん
だ
ま
で
で
、

宗
密

が
心
を
論
点
と
し

て
知
を
以

て
現
旦里
と
呼

ん
だ
こ
と
と

は
問

題

が
異
な

る
と

い
え

る
。
(
『壇
語
』

=

二
頁
参
照
)

こ
の
論
点

に

つ
い
て
、
竹
内
弘
道

「神

會
と
宗
密
」

『印
仏

研
究
』
第
三

四

巻

二
号

一
九
八
六
年
四
八

一
-

四
八
五
頁
、
石
井
修
道

『大
乗
仏

典

第
十

二
巻

禅
語
録

・
解
説
』

(
中
央

公
論
社

一
九
九

二
年
)

に
言
及
が
あ
る
。

(
11
)

『雑
徴
義
』

答
、
僧
家
自
然
者
、
衆
生
本
性

也
。
又
経
云
、
衆
生

(有
)
自
然

智
無
師
智
、
謂
之
自
然
。
道

士
因
縁
者

、
道
能
生

一
、

一
能
生

二
、

二
能
生
三
、
従
三
生
万
物

、
因
道
而
生
。
若
其
元
道
、
万
物
不
生
。

今
言
万
物
者
、
並

属
因
縁
。
(楊
本
九

一
頁
)

(
12
)
伊
吹
敦

『頓
悟
真
宗
金
剛
般
若
修
行
達
彼
岸
法
門
要
決
』
と
荷

沢
神

会

「
北
宗

の
頓
悟
説

が
、
心
理
上

の
事
実

に
基
づ
く
主
張

で

あ

っ
た

の
に
対
し
て
、
…

一
気

に
、

そ
れ
を
論
理
的
関
係

に
転
換

し
た
」
(
『日
本

・
中
国

仏
教
思
想
と

そ
の
展
開
』

一
九
九
二
年

山
喜

房
仏
書
林

)
三
二
〇
頁
参
照
。

そ
の
他
、
神
會
と

の
思
想
的

な
類
似

に

つ
い
て
、
以

下
の
論
文

が
参
考

に
な

る
。



「
初
期
註
釈
文
献

に
見
る
北
宗
禅

の
思
想
と
実
践
」

『東
隆
眞

博

士
古
稀
記
念
論
集

禅

の
真
理
と
実
践
』

(春
秋
社

二
〇
〇
五
年
)

四
五
三
-

四
頁

「金

剛
蔵
菩
薩

撰

『金

剛
般
若
経

註
』

校
訂

テ
キ
ス
ト
」

『東

洋

学
研
究
』
第

四
十
号

二
〇
〇
三
年

(
13
)

こ

の
中
国
化

、
道
家
思
想

と
の
親
和
性

(胡
適
)
を
以

て
、
禅

宗
は

「
中
国
固
有

の
自
然
主
義
、
道
理

の
哲
学
」

で
あ

っ
て
禅
宗

は
仏
教

で
は
な

い
と
批

判
す
る
立
場

(伊
藤
三

八
六
i
七
頁
)
か

ら
は
、
「
禅
宗
」
全
体

が
中
国
新
宗
教

と
な

る
の
だ
が
、
す

で
に

考
え

た
よ
う

に
禅
宗
を
単
線
的
な
成
長
史
観

で
は
な
く
宗
教
世
界

(仏

教
)
の
変
容
過
程

と
し
て
複
雑
な
局
面
を
持

っ
た
否
定
と
継

承

の
矛
盾
態

と
把
握
す

る
こ
と
が
、
中
世
後
半
期

の
特
徴
を
よ
く

捉
え
う

る
と
思
う
。

(平
成
十
八
年
度
財
団
法
人
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
基
盤
研

究
◎
②
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
)
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